
◎問題提起:フィリピン現地で感じたグローバル人事管理の行方

■フィリピン人社員と現地採用社員、本社社員の人事制度は

“統合”すべきか“併用”すべきか。

■なぜか適応できない日本人社員の存在から見えてくる現地

採用・駐在日本人の悲哀

■フィリピン人の労働観、人生観、幸福観から日本人が学べ

るもの

[日 時] 12月15日(火) 17:30～20:00(受付開始17:20～)

[参加費] 2,000円 ※当日会場で承ります。

[会 場] ちよだプラットフォームスクウェア (本館Ｂ1 ミーティングルーム002)

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3‐21

竹橋駅(東西線) 3b KKRホテル東京玄関前出口より徒歩2分

神保町駅(三田線・新宿線・半蔵門線) A9出口より徒歩7分

[申込欄] 申込欄にご記入の上、FAXでお申込み下さい。ホームページからもお申込みできます。

会 社 名

参加者名(ふりがな)

住 所

TEL. FAX. MAIL.

[ご要望]

[主催/お問合せ先]㈱ノイエ・ファーネ 〒101-0046 東京都千代田区神田多町2-7-3 ℡03-5297-1866

FAX.03-5297-1880
http://www.n-fahne.jp

株式会社ココロラボ

代表取締役 野田 浩平

第１５回
ミニ・フォーラム

日本の雇用システムは労働法令の改正を含めて大きな転換点を迎えています。この雇用システムの転換は、企業に

おいてリスク管理視点からの労務管理の重要性が増してきます。また、人事マネジメントの在り方に大きな影響を

及ぼしてくることは必定です。そこで、企業において人事・労務を担当する方々はもとより、現場でマネジメント

に携わっている方々や広くヒューマンビジネスに携わる人びとによる不定期な集いを通して、忌憚のない本音の討

議や意見交換を行う“場”＝サロンとして、“ミニ・フォーラム”を再開し今後の人事マネジメントの帰趨を考え

て行きたいと思います。

人事マネジメント課題は現場において採用(入口)から出口(雇用調整)までのあらゆる過程で発生するものです。こ

のため相互の経験や実例を踏まえたうえで広角的な課題の見極めや課題解決に向けた道筋の模索が有益になると考

えます。“ミニ・フォーラム”は各回とも問題提起に基づいて参加者相互が討議や意見交換の中で見地を高めあい、

職場におけるマネジメントの新たな方向性や労務管理の視点を探求していく端緒になると考えています。

日本での労務管理の普遍性と

現地慣習との狭間で見えたもの

フィリピンでの労務管理経験を語る

グローバル化の下で競争原理が転換しています。この中で多くの日本企業がアジアに進出したり、逆にアジア企業が

日本人を採用したりするケースが増加しています。これは単に大企業だけの問題ではありません。中小企業のアジア

進出然りです。また、日本国内でもアジアの人びとを雇用する企業も増えています。一昔前は現地の従業員の採用や

アジアからの従業員に対する管理について「文化の違い、風習の違い」などで済まされ、時として笑い話として語ら

れてきました。しかし、グローバル化の進展での人事管理の問題は、単に牧歌的な対応でお茶を濁すことはできない

時代になっています。今回のミニ・フォーラムではフィリピンでの実例を参考にして、日本企業のアジア諸国での人

事管理の方向性や日本国内でのアジアの人びとに対する人事管理の在り方などを探っていきたいと考えています。

プロフィール

学術博士／産業カウンセラー。東京工業大学大学院博士課程

修了（認知科学）後、英米系のコンサルティング会社で人事

コンサルティング、ベンチャー企業で採用コンサルティング

や適性検査、人材育成サービスに携わる。専門はうつ、モチベ

ーション、EQに関係する人事・心理分野及び人事・人材評価、

グローバル人事、人材プロジェクトを手がける。フィリピン

にて２年にわたり、グローバル人材開発事業の立ち上げ、及

び現地では外資である日系企業の人事執行役員を務める。


